
■佐伯区 「区のまちづくりの方向性」及び「区の目指すべきまちの姿」検討資料 
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海・川・山、いで湯や歴史・文化を生かしたまち 
＜施策展開の基本的方向＞ 
自然・温泉・歴史・文化など豊富な地域資源を活
用し、区民と行政の協働により、区民の「ふるさ
と意識」が一層広がるようなまちづくりを進め
る。 
 
【お宝ネットワーク事業】 
■地域の歴史・文化資源を巡る散策会の開催 
■地域の新たな魅力を発掘するまちづくり講座
の開催 など 

 

安全・安心な暮らしを支え合うまち 

＜施策展開の基本的方向＞ 

区民と行政が協働して、子ども・高齢者の見守り

体制の確保や防犯・防災力の強化、地球温暖化な

どの環境問題に取り組むとともに、地域コミュ

ニティの活性化や住民同士の交流を図ることに

より、安全・安心な暮らしを支え合うまちづくり

を進める。 

 

【わがまち自慢づくり事業】 
■石内川ホタル再生事業 
■岡の下川シジミ再生事業 

 
【まごころネットワーク事業】 
■子育て支援ネットワーク会議の開催 
■区民健康ウオーキング大会の開催 など 

 

人が集い交流する、うるおいのある元気なまち 

＜施策展開の基本的方向＞ 

イベント・祭りなどの地域活動や自然、観光など

の多様な資源、市街地の都市機能を生かし、区の

内外から多くの人が集い交流する、うるおいの

ある元気なまちづくりを進める。 

 

【生き活き交流事業】 
■わくわく農園づくり事業 
■海山交流体験事業 など 

 

議事資料３（まとめ） 

新しい計画（事務局案） 現行計画に基づく佐伯区の取組状況 

 

地域資源を生かしたまちづくり 

＜施策の方向性＞ 
海、川、山、温泉などの豊かな自然環境や地域の魅
力ある歴史や文化等の地域資源を活用したまちづ
くりを進める。 
 
＜個別事業＞ 
■湯の山温泉・旧湯治場の利活用の促進 
(平成 25 年度(2013 年度)～) 
■湯来こんにゃく学校立ち上げ支援 

(平成 25 年度(2013 年度)) など 

 

地域力を高めるまちづくり 
＜施策の方向性＞ 
住民が交流し、地域コミュニティをはぐくみ、支え
あうまちづくりを進める。また、住民が主体的に活
動するまちづくりを進める。 
 
＜個別事業＞ 
■住宅団地の活性化 
(平成 26 年度(2014 年度)～) 
■中山間地域での集落の活性化 
(平成 24 年度(2012 年度)～) 
■町内会の加入促進 
(平成 25 年度(2013 年度)～) 
■湯来地区の活性化 
(平成 24 年度(2012 年度)～) 
■区民主体のまちづくりの推進(佐伯区まちづくり
百人委員会)(平成 24年度(2012年度)～) など 

 

人が集い交流するまちづくり 
＜施策の方向性＞ 
都市機能や自然、歴史などを生かし、イベント、祭
りなどの地域活動、観光の振興などを進め、活発な
交流やにぎわいのあるまちづくりを進める。 
 
＜個別事業＞ 
■にぎわい創出プロジェクト 
(平成 24年度(2012年度)～平成 25年度(2013年度)) 
■平清盛と佐伯景弘 
(平成 24年度(2012年度)～平成 25年度(2013年度)) 
■区の木、区の花でまちづくり 
(平成 25 年度(2013 年度)～) 
■さえきフラワー・プロジェクト 
(平成 25 年度(2013 年度)～) 
■アートフェスタ佐伯区(平成 24年度(2012年度～) 
■五日市駅自由通路の活性化 
(平成 26 年度(2014 年度)～) 
■おもてなしの花づくり 
(平成 25 年度(2013 年度)～) 
■佐伯区の観光振興(平成 25 年度(2013 年度)～) 
■近隣市町との連携によるまちづくり 
(平成 28 年度(2016 年度)～) 
■大型クルーズ客船の寄港を生かしたまちづくり
(平成 27 年度(2015 年度)～) など 

 

 

 

【中山間地域】 
・豊かな自然（山、川など）や魅力ある歴史、文化等の活用。 
・少子化・高齢化、人口減少への対応。 
・空家の増加への対応。 
・荒廃した農地、林地の増加への対応。 
 
【住宅団地】 
・ふるさと意識の醸成。 
・少子化・高齢化、人口減少への対応。 
・スーパーや商業施設の撤退による買物弱者への対応。 
 
【市街地】 
・充実した都市機能や豊かな自然（海、川など）の活用。 
・隣近所、世代間、異文化間交流の促進。 
・商店街衰退への対応。 
 
【共通】 
・身近な地域資源の活用。 
・町内会役員の固定化、高齢化への対応。 
・来訪者の増加に向けた取組。 
・自然災害への対応。 

 

 

 

 

①自然と共生し、歴史・文化を体感でき

るまちづくり 
＜概要＞ 
海、川、山、温泉などの豊かな自然環境
を維持、活用するとともに、地域の魅力
ある歴史や文化等の地域資源を承継、
活用したまちづくりを進める。 

②人に優しく、快適で安全・安心なまち

づくり 

＜概要＞ 

誰にでも優しく、快適で暮らしやすい

環境づくりを進めるとともに、お互い

に支えあう安全で安心なまちづくりを

進める。 

③地域力を高め、元気で活力のあるまち

づくり 

＜概要＞ 

地域コミュニティをはぐくむととも

に、身近な地域資源を活用した住民の

主体的かつ継続的な取組を進め、元気

で活力のあるまちづくりを進める。 

④人が集い交流する、にぎわいのあるま

ちづくり 

＜概要＞ 

地域資源や観光資源などを活用し、イ

ベントの開催や観光の振興などを進

め、活発な交流やにぎわいのあるまち

づくりを進める。 

 

区のまちづくりの方向性 現状と課題（地域別） 

 

 

 

【中山間地域】 
・地域外からの定住促進。本庁対応分 
・空家の有効活用。コミュニティ 
・自然･歴史･文化を生かしたまちづくり。自然・文化 
・安芸太田町･北広島町及び安佐南区と連携した観光の振興。経済・観光 
・農林業の振興。本庁対応分、自然・文化 
・集落の活性化。コミュニティ 
 
【住宅団地】 
・住民のふるさと意識が高まるような地域活動の促進。コミュニティ 
・若年世代（子･孫世代）のＵターンによる団地の活性化。本庁対応分 
・新たな移動手段の導入。生活基盤 
・商業機能を補完する取組。生活基盤、経済・観光 
 
【市街地】 
・外国人と共生するための環境整備。本庁対応分 
・都市の利便性を享受できるまちづくり。生活基盤 
・自然などの地域資源を生かしたまちづくり。自然・文化、経済・観光 
・三世代交流の促進による地域活性化。コミュニティ 
・町内会加入促進。コミュニティ 
・廿日市市･大竹市及び西区と連携したにぎわいの創出。経済・観光 
・コイン通り商店街などの振興。経済・観光 
 
【共通】 
・地域資源を活用した地域住民による主体的かつ継続的なまちづくり活 
動の支援。コミュニティ 

・まちづくりに携わる人材育成の推進。コミュニティ 
・近隣市町･区と連携し、観光資源等を活用した交流人口増加への取組。

経済・観光 
・災害に強いまちづくり。自然・文化、生活基盤 

 

 
 

対応策の方向性（地域別） 

区の目指すべきまちの姿 

○さ：ささえあい 

○え：えがおあふれる 

○き：きぼうのまち 

第５次広島市基本計画のキャッチフレーズ 

コラボシティ・佐伯区 

自然・文化 

生活基盤 

経済・観光 

コミュニティ 

区の魅力と活力向上推進事業 
（平成 24年度（2012年度）～） 

第５次広島市基本計画の将来像 


